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佐藤 茂樹
（鳳20期）

東京鳳鳴会会長 

綿密に、親密に
　

題字：竹村吉右衛門
　　　（初代会長）

28 号
May 01 2017

09　特寄 2 … 我が人生は  「ドラムス」にあり
　　　　　　湯瀬貞司（鳳20期 )
10　特寄 3 …思い出の鳳鳴高校から科学研究に
　　　　　　戸部  博（鳳18 期）
11    イベントご案内…
　　　　　　「戸嶋靖昌の見たスペイン」展＋
　　　　　　スペイン料理会食（お酒付き）
12　PJ報告…ゴルフ同好会 PJ  
　　　　　　  ボーリング PJ
　 　 　　　　囲碁将棋 PJ 親睦棋会
　    

01   挨拶…会長挨拶 
       写真…応援歌練習、女子が少ない頃か
02    挨拶…立石隆博 校長 （鳳28期）
　   報告…28年度  総会・懇親会、新入会員歓迎会
03   鳳鳴塾…講師  藤盛紀明（鳳11期）
　　　            「新たに知る 北秋地域の古代、中世」
04～ 06   短信…  各集いからの便り　　
07　案内…29 年度  総会・懇親会 ご案内
08　特寄 1 … いつもそばにある踊り
　　　　　　佐々木麻衣子（鳳49期 )　
　　　　　　　　

　昨年 6月の総会で東京鳳鳴会会長
を仰せつかりました。しかしながら
私と東京鳳鳴会とのかかわりは浅く
幹事の皆様にご指導を請う日々が続
いております。
　鳳鳴卒業と同時に上京、会から歓
迎会の通知を頂き、友の顔、憧れの
人の顔が浮かびましたが、受験浪人
の身は晴れがましい場には相応しく
ないと考え出席を見合わせました。
　学生、社会人となっても多忙に託
つけて、会への思いも希薄になりま
した。10年前のある日、翌年が総会

当番期とのことで同期幹事から招集
され渋谷に10名ほどが集まりました。
40年ぶりの再会でしたが、すぐに昔
の顔になるのは同窓の常です。その
後毎月のように打ち合わせと称する
飲み会を繰り返すうち会の先輩、後
輩とも面識ができ、神田事務所に顔
を出すようになりました。
　“綿密をもって親密を図る”を旨と
し40年のご無沙汰を挽回すべく微力
ながら務めを果たす所存です。なに
とぞ皆様のご協力を宜しくお願い申
し上げます。

か こ

当
会
イ
ベ
ン
ト
で
国
会
議
事
堂
見
学（
8
月
5
日
）
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平成 28 年度東京鳳鳴会 総会・懇親会
新入会員歓迎会

　６月の第１日曜日、6月 5日（日）
に千代田区九段下のホテルグランドパ
レスの２階ダイヤモンドルームにて平
成28年度の総会・懇親会を開催しま
した。
　午前中は同ホテル３階の別会場にて
新入会員懇談会を母校の立石隆博校長
（28期）、担当教諭の肥田宗友先生、
新入会員（新卒業生・68期）12名、
東京鳳鳴会有志の方々が出席して開催
されました。終了後は２階ダイヤモン
ドルームでの総会・懇親会に参加して
いただきました。
　大館からは根田穂美子会長（22期）、
桑名秀明副会長（33期）、小泉槇子
常任理事（16期）、中嶋義隆氏（65
期のプロボクサー中嶋隆成君のお父さ
ん）、また東京近郊から小番巌元教諭、
また能代高校、能代工業、能代商業、
能代西高校の同窓会幹事の方々、秋田
県東京事務所から長嶋直哉課長にご出
席いただき、計17名のご来賓をお迎
えしました。
　同窓生は大中 41期・田所勝太郎、
大中43期・石川貞蔵、大中43期・森
陽一、大中46期・二階堂剛の先輩方
を長老に153名が参加しました。
　総会の司会は若松竜太（48期）氏。
役員改選年の今年は総会において以下
のとおりの役員人事が承認されまし

＜開催報告 ＞
た。
役員一覧 （）内は卒期
会長゠佐藤茂樹（20）
副会長゠熊谷良次郎（20）、阿部信一
（21）、今福輝子（23）、高橋透（35）、
谷本玉緒（36）
幹事長゠田中義雄（27）
監査役゠金澤章夫（17）、高田一徳
（22）

　懇親会の司会は和田潤子（18期）、
石戸谷均（18期）氏。メインアトラ
クションは喜多流能楽師として活躍さ
れている佐藤陽（52期）氏と8名（藤
盛紀明｟11期｠氏を含む）の方々に
喜多流の能の謡をご披露いただきまし
た。
　その後、初の鳳鳴出身プロボクサー
中嶋隆成君と父上を檀上に迎えて、ご
紹介と先輩諸氏からの激励スピーチ。
　つづいて初々しい新入会員ひとりひ
とりが自己紹介。さらに毎年参加の小
番巌先生の紹介と続きました。最後に
次回幹事の「9」の期一同（11名）が
檀上で決意表明。いつもながらの盛り
上がりでした。
　そして二次会はいつもの通り最上階
のラウンジバーで。幹事のみなさまご
苦労様でした。 （田中義雄27期）

期
）

28

全定併設の新しい姿
　大館鳳鳴高校はこの３月に、全日制
課程２２●名、定時制●名の第 69期
卒業生を送り出しました。定時制課程
の卒業生は、昭和 33 年以来、59 年
ぶりです。全日制と同じ日の午後に実
施した定時制卒業式にも、根田会長は
じめ鳳鳴会役員多数ご出席頂きまし
た。また４月６日には全日制23●名、
定時制●●名の新入生を迎え、119
年目をスタートしました。昨年度は、
新しい学校の姿に慣れない部分も多く
ありましたが、今年度は順調な滑り出
しです。
　さて大館鳳鳴高校は、来年度学校創
立１２０年を迎えます。記念式典は、
平成３０年１０月１３日（土）に予定
しています。詳細日程やそのほかの記
念事業については今後具体的に決めて
いきます。全日制・定時制併設の新し
い姿の学校として、同窓の皆様と共に
節目の年を祝いたいと思っています。
　東京鳳鳴会の皆様を始め、同窓の
方々の来し方に敬意を表し、感謝する
とともに、引き続き母校へのご支援を
お願い致します。

大
館
鳳
鳴
高
等
学
校
校
長

立
石
隆
博
（
鳳
鳴

　　　　　　　　　　　　　 　〈 鳳鳴13期有志 〉

13期が「短信」でトップに掲載されているが
まだ年寄りの筆頭と思われたくはない
総会に参加し元気な姿を見せよう

明石 輝雄　淡路 春夫　石井 耕教　石川 壽昭　石田 満男　石戸谷則雄　伊藤 輝夫　

稲毛 浅利　上野 靖雄　大薮 光男　木村 国雄　木村昭義　木村 茂樹　窪田 優江　

工藤　進　古家 宏昭　小坂 毅司　小林 育子　桜田 泰之　佐藤 将臣　佐藤 正俊　

城　貞 夫　白井 俊武　菅谷 幸子　菅原 博充　高田  博　高松 正俊　武内　恵　

武田 紘一　田畠 一男　中川 亜雄　中村ヒロ子　鳴海 悠祐　西川 寛　能登 洋治　

畠澤　郎　細谷 順子　前小屋 貫　宮越 紘　武藤東寿子　毛内栄之助　山田 貞子　 

山田 晌　 若松 紀彦

東京鳳鳴会
   総会・懇親会  開催

平成29年6月4日（日）

平成29年度
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第12回「東京鳳鳴塾」報告

北秋地域の古代、中世
講演 藤盛紀明氏（鳳鳴11期）

遠くに望む鳳凰山

新たに知る
29

11

22

57 12

　

平
成

年
2
月

日
（
水
）
第

回
鳳
鳴
塾

が
、「
薬
業
健
保
会
館
」（
千
代
田
区
永
田
町
）

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

名
、
ふ
る

さ
と
「
北
秋
田
」
の
話
に
興
味
津
々
で
集
ま
っ

た
鳳
鳴
O
B
の
方
々
で
し
た
。
以
下
は
「
北

秋
地
域
の
古
代
、
中
世
」
と
題
し
た
藤
盛
紀
明

氏
（
鳳
鳴

期
）
の
講
演
記
録
で
す
。

　
　
　

〜　
　
　

〜　
　
　

〜

　

私
は
歴
史
の
研
究
家
で
は
な
い
が
、「
北
東

北
歴
史
懇
話
会
」と
い
う
歴
史
の
会
を
主
催
し
、

様
々
な
先
生
方
か
ら
も
お
話
を
お
聞
き
し
、
そ

れ
な
り
の
歴
史
観
を
育
ん
で
き
た
つ
も
り
だ
。

　

福
原
大
館
市
長
は
、
周
辺
の
市
町
村
と
連
携

し
て
の
地
域
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
元
来
「
大
館
は
古
代
か
ら
北
東
北
の
交
流

の
結
節
点
で
あ
っ
た
」
と
私
は
考
え
て
お
り
、

市
長
と
意
を
同
じ
く
す
る
と
こ
ろ
だ
。

　

今
一
番
の
興
味
は
日
本
国（
初
期
大
和
政
権
）

が
い
つ
始
ま
っ
た
か
と
い
う
こ
と
だ
。今
日
は
、

人
類
が
ど
う
い
う
か
た
ち
で
秋
田
県
に
渡
っ
て

き
た
の
か
、
縄
文
時
代
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か

を
話
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
平
安
時
代
に
北

東
北
は
日
本
国
か
ら
独
立
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
考
え
が
あ
る
が
、
そ
う
い
っ
た

様
々
な
歴
史
の
観
点
か
ら
、
あ
る
意
味
私
な
り

の
解
釈
で
お
話
を
し
て
い
き
た
い
。

　

人
類
は
矢
立
峠
を
通
っ
て
日
本
へ

　
―
ラ
ン
ド
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
あ
た
り
）
を
通
っ

て
北
へ
移
動
す
る
。
暖
か
く
な
り
海
面
上
昇
と

と
も
に
ス
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
が
小
さ
く
な
り
、
中

国
・
シ
ベ
リ
ア
に
移
動
。
日
本
列
島
に
は
そ
こ

か
ら
北
海
道
を
南
下
し
、
矢
立
峠
を
通
っ
て

渡
っ
て
き
た
よ
う
だ
。
6
0
0
0
年
前
（
三

内
丸
山
の
時
代
）、
遺
跡
の
周
辺
に
は
栗
林
が

広
が
っ
て
い
た
。
温
暖
な
気
候
下
で
は
食
料
の

確
保
が
容
易
な
の
で
、
大
き
な
集
落
に
な
る
わ

け
だ
。

　
確
保
の
た
め
に
居
住
区
が
分
散
し
て
い
く
。
大

湯
に
あ
る
よ
う
な
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
（
環
状

列
石
）
が
み
ら
れ
る
の
が
こ
の
頃
。
古
代
に
は

「
歌
垣
」
と
い
う
思
想
が
あ
り
、
周
辺
の
人
々

人
類
は

万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
か
ら
ス
ン
ダ

10

（
男
女
）
が
年
に
何
回
か
集
い
、
交
流
す
る
と

い
う
も
の
だ
が
、
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
を
そ
の

よ
う
に
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
だ
。
北
秋
田
市

（
鷹
巣
）
の
伊
勢
堂
岱
遺
跡
と
青
森
の
小
牧
野

遺
跡
に
同
じ
石
組
み
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
縄
文

の
時
代
に
北
東
北
で
の
互
い
の
行
き
来
、
交
流

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
当

然
な
が
ら
矢
立
峠
を
通
っ
て
、
で
あ
る
。

　

続
縄
文
の
時
代

　

渡
来
人
が
日
本
列
島
に
稲
を
持
っ
て
く
る
と

大
和
政
権
が
成
立
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
西

の
方
は
弥
生
時
代
と
な
る
が
、
ま
だ
北
東
北
あ

た
り
は
縄
文
人
が
お
り
、
阿
武
隈
川
を
は
さ
ん

で
彼
ら
は
「
蝦
夷
」
と
呼
ば
れ
て
い
く
。
こ
の

頃
の
土
器
の
動
き
を
見
る
と
、
面
白
い
こ
と
が

わ
か
る
。
つ
ま
り
、
発
掘
さ
れ
る
土
器
は
米
代

川
に
沿
っ
て
延
び
る
も
の
と
、
比
内
（
火
内
）・

大
館
を
通
っ
て
、
つ
ま
り
は
矢
立
峠
を
通
っ
て

と
い
う
道
筋
だ
。

　
代
（
鷹
巣
の
綴
子
神
社
に
来
て
い
る
と
い
う
が

不
確
か
）
ま
で
討
伐
に
や
っ
て
く
る
が
、
攻
め

る
と
い
う
よ
り
、
贈
り
物
を
持
っ
て
来
た
と

　
　

火
内
（
比
内
）
を
始
め
と
し
た
出
羽
国
米
代

川
周
辺
の
12
ヶ
村
の
蝦
夷
が
律
令
政
府
と
対
立

し
、
連
戦
連
勝
し
て
い
く
の
が
元
慶
の
乱
で
あ

る
。
自
分
た
ち
に
都
合
の
悪
い
こ
と
は
残
さ
な

い
の
が
勝
者
の
論
理
で
は
あ
る
が
、
官
軍
は

6
0
0
人
中
50
人
し
か
残
ら
な
か
っ
た
と
か
、

官
軍
側
の
敗
戦
記
録
が
随
所
に
み
ら
れ
る
。

　
し
て
秋
田
城
に
入
っ
た
が
、
略
奪
さ
れ
た

甲
冑
3
4
7
足
は
22
し
か
戻
っ
て
い
な
い
。

1
4
0
0
頭
の
馬
も
す
べ
て
そ
の
ま
ま
返
却

さ
れ
て
は
い
な
い
。
ア
テ
ル
イ
の
時
と
違
い
、

蝦
夷
側
は
処
罰
さ
れ
て
は
い
な
い
の
だ
。
小
野

春
風
は
幼
年
期
に
こ
の
地
で
育
ち
、
蝦
夷
の
言

葉
を
理
解
出
来
た
か
ら
、
安
比
か
ら
鹿
角
、
大

館
を
通
っ
て
、
つ
ま
り
は
遠
く
離
れ
た
地
の
蝦

夷
を
説
得
し
な
が
ら
秋
田
へ
向
か
っ
た
と
い

う
。
そ
れ
ゆ
え
乱
が
鎮
静
化
し
た
の
だ
ろ
う
。

し
か
し
北
の
蝦
夷
と
戦
い
、
終
戦
交
渉
を
行
っ

た
総
大
将
藤
原
保
則
は
帰
京
後
に
降
格
さ
せ
ら

れ
て
い
る
。つ
ま
り
は
負
け
戦
だ
っ
た
わ
け
だ
。

北
東
北
の
蝦
夷
は
強
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
後
、

大
和
と
蝦
夷
が
交
流
す
る
こ
と
に
な
る
。

　　

前
九
年
の
役
は
陸
奥
守
源
頼
義
が
出
羽
の
豪

（
写
真
上
か
ら
）
➊

最
近
に
な
く
大
勢
の
聴
講
O
B

会
場
。

❷
左
塚
ノ
下
遺
跡
出
土
土
偶
。
大
英
博
物
館
に
展
示
さ

れ
た
こ
と
も
あ
る
。

❷
右
講
演
中
の
藤
盛
紀
明
氏
。
➌

は
講
演
会
場
の
階
下
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

力
を
借
り
て
陸
奥
の
豪
族
阿
倍
頼
時
・
貞
任
を

滅
ぼ
し
た
事
件
で
あ
る
が
、
そ
の
後
陸
奥
・
出

羽
で
勢
力
を
得
た
清
原
氏
一
族
の
内
紛
を
陸
奥

守
源
義
家
が
清
原
清
衡
に
助
力
し
平
定
し
て
い

く
。
後
三
年
の
役
で
あ
る
。
清
原
清
衡
は
こ
の

後
奥
州
藤
原
氏
の
基
礎
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
独
鈷
か
ら
矢
立
峠
を
め
ざ
す
「
奥
の

大
道
」
も
清
衡
の
手
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

　　
り
、
そ
の
後
比
内
地
方
に
や
っ
て
き
た
の
が
浅

利
氏
。
安
東
氏
に
攻
め
ら
れ
て
は
い
つ
も
津
軽

の
方
に
遁
走
し
て
い
た
ら
し
い
。
当
然
な
が
ら

矢
立
を
通
っ
て
。

　
ワ
ー
ド
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
大
館

は
北
東
北
の
交
流
の
結
節
点
な
の
だ
。
福
原
大

館
市
長
は
「
大
館
は
北
東
北
の
ヘ
ソ
！
」、
三

館
（
大
館
・
函
館
・
角
館
）
一
緒
に
と
言
う
が
、

大
館
は
元
々
人
が
行
き
来
し
て
き
た
、
行
き
来

す
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

　
　
　

　
ラ
ン
で
、
藤
盛
氏
を
囲
ん
で
、

O
B

立
峠
が
出
現
し
て
お
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
鳳
20
期

熊
谷
良
次
郎
）　

マ
ー
マ

マ
ー
マ

TEL・FAX 03-3253-6001
営業時間 平日 11:30~15:00 17:00~23:00

　　土祝 11:30~15:00 17:00~21:00（日曜定休）

台
湾

料
理

各
種
宴
会

承
り
ま
す

元
慶
の
乱（
8
7
8
年
）に
お
け
る
考
察

最
終
的
に
は
小
野
春
風
が
鎮
守
将
軍
と

中
世
の
大
館
の
支
配
者
浅
利

常
陸
の
甲
斐
豊
富
村
か
ら
鹿
角
地
頭
と
な

こ
の
よ
う
に
、
矢
立
峠
が
北
東
北
の
キ
ー

寒
く
な
っ
て
く
る
と
今
度
は
、
人
類
は
食
料

大
和
政
権
下
で
、
阿
倍
比
羅
夫
が
秋
田
・
能

考
え
た

方
が
い

い
。

律
令
文
化
の
時
代

〜

〜

〜

　
　
　

　
　
　

講
演
終
了
後
、「
薬
業
健
保
会
館
」
レ
ス
ト

51

の
懇
親
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
矢

族
清
原
武
則
の

名
の
鳳
鳴

で
埋
ま
っ
た

懇
親
会
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﹁
短
信
﹂

ん
で
い
る
。

　

ゴ
ル
フ
は
、
年
間
40

良
く
し
て
い
る
。
鳳
鳴

世界のポスト
から
スリナム
共和国
（南米）

6

「（株）　日本産直市場」下田 直能
「八幡平の支援の会」阿部光太郎
「十和田石の支援者」佐藤 健次

鳳鳴25期の皆さん
６月４日(日)総会で会いましょう

＜世話役＞　
小棚木幸雄
幸 坂 正 次

鳳鳴16期の
みんな、
総会へ行こう！

鳳鳴16期の
みんな、
総会へ行こう！

E-mail：
kousaka.3846@mbn.
nifty.com

TEL 090 -2242-3433
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ア
ミ
ッ
ク
ス
大
塚

つ
ど

各
集
い
か
ら
の
便
り

●
鳳
鳴
十
三
期

ゴ
ル
フ
と
共
に

　
女
子
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
渡
邉
彩
香
プ
ロ

が
練
習
用
コ
ー
ス
と
し
て
使
用
し
て
い
る
ゴ

ル
フ
場
の
倶
楽
部
監
事
を
し
て
い
る
縁
で
、

例
年
プ
ロ
ツ
ア
ー
が
始
ま
る
前
に
同
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
る
渡
邉
プ
ロ
の
壮
行
会
コ
ン
ペ
に

参
加
し
て
い
る
。
同
じ
組
で
の
プ
レ
ー
は
で

き
な
い
が
、
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
た
り
サ
イ

ン
を
貰
っ
た
り
と
、
ミ
ー
ハ
ー
を
し
て
楽
し

ラ
ウ
ン
ド
位
の
プ

レ
ー
を
し
て
い
る
が
、
周
り
か
ら
は
年
齢
の

わ
り
に
元
気
で
す
ね
と
い
わ
れ
て
、
気
分
を

13
期
の
仲
間
は
、
今

年
会
で
は
、
幹
事
の
努
力
で
年
々
新
し
い
参

加
者
が
増
え
、
元
気
に
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
活

躍
中
と
の
近
況
報
告
を
聞
く
と
嬉
し
く
心
強

く
思
う
。

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
な
る
と
年
寄
り
で
も

元
気
だ
ぞ
な
ど
と
自
慢
で
き
な
く
な
り
、
少

し
寂
し
い
気
も
す
る
。
新
し
い
後
期
高
齢
者

の
基
準
が
何
歳
か
ら
に
な
る
の
か
興
味
も
あ

る
が
、
そ
の
歳
ま
で
は
動
け
る
体
で
ゴ
ル
フ

が
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

（
鳴
海
悠
祐
記
）

●
鳳
鳴
十
四
期

車
事
故
で
救
急
車
の
世
話
に
な
っ
た
と
の
こ

と
。
自
動
車
事
故
で
後
遺
症
無
で
皆
と
会
え

る
と
は
本
当
に
守
ら
れ
て
い
た
の
で
す
ね
。

　
二
時
間
の
食
事
後
、
直
帰
組
と
カ
ラ
オ
ケ

組
と
分
れ
て
か
ら
散
策
組
は
、
上
野
に
詳

し
い
O
君
の
ガ
イ
ド
で
「
上
野
の
森
」
を

楽
し
み
ま
し
た
。
ま
ず
「
清
水
観
音
堂
の
舞

台
」
か
ら
江
戸
時
代
に
は
浮
世
絵
に
も
画
か

れ
た
松
の
幹
が
円
形
に
な
っ
て
い
て
そ
の
中

か
ら
不
忍
池
を
見
下
ろ
し
ま
し
た
。
次
は
不

思
議
に
も
お
顔
だ
け
残
っ
た
「
上
野
大
仏
」、

　
最
近
で
は
、
年
金
や
医
療
費
の
こ
と
か
ら

か
、
75
才
か
ら
を
老
年
者
に
す
る
な
ど
と
言

14

組
、
帰
宅
組
、
後
発
の
カ
ラ
オ
ケ
組
と
別

れ
、
美
術
館
組
は
2
時
間
余
の
鑑
賞
を
し
ま

し
た
。
5
0
0
年
前
の「
ク
ラ
ー
ナ
ハ
の
絵
」

で
し
た
が
、
皆
初
め
て
の
画
家
ら
し
く
、
見

慣
れ
な
い
絵
ば
か
り
で
し
た
。
遺
産
に
指
定

さ
れ
た
の
は
「
ル
コ
ル
ビ
ュ
ジ
ェ
の
設
計
に

よ
る
建
物
」
で
す
が
、
こ
の
美
術
館
は
奇
し

く
も
我
々
が
高
校
に
入
学
し
た
昭
和
34
年
6

月
に
開
館
し
て
い
ま
す
。
特
集
の
絵
は
地
下

3
階
ま
で
階
段
を
上
っ
た
り
降
り
た
り
で
の

鑑
賞
で
す
。
そ
の
後
も
1
階
、
２
階
の
通
常

展
示
場
を
見
て
か
ら
、
美
術
館
前
の
茶
店
で

や
っ
と
ゆ
っ
く
り
。
疲
れ
ま
し
た
が
、
全
て

楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　
上
野
は
駅
前
か
ら
お
祭
り
の
よ
う
な
人
出

で
し
た
。
い
か
に
こ
の
年
ま
で
上
野
を
知
ら

な
い
で
来
た
こ
と
か
と
思
わ
せ
ら
れ
た
次
第

で
す
。
そ
し
て
上
野
に
限
ら
ず
折
角
首
都
大

学
東
京
圏
に
住
ん
で
い
る
メ
リ
ッ
ト
を
こ

れ
か
ら
活
か
し
て
皆
さ
ん
と
楽
し
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
石
井
邦
夫
記
）

●
鳳
鳴
十
六
期

　
平
成
29
年
１
月
22
日（
日
）午
前
10
時
に
、

東
武
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ラ
イ
ン
の
「
姫
宮
駅
」

に
集
合
し
、
駅
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
幸
坂
君
の
自
宅
に
向
か
っ
た
。

　
こ
の
と
こ
ろ
恒
例
と
な
っ
た
「
き
り
た
ん

ぽ
会
」
に
参
集
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
あ
い
う

え
お
順
に
石
垣
紀
昭
・
沓
澤
緑
朗
・
佐
藤
勲
・

佐
藤
洋
子
・
高
橋
俊
光
・
和
田
ア
イ
子
。
い

つ
も
通
り
手
分
け
を
し
て
宴
の
準
備
に
取
り

か
か
る
。
緑
朗
君
の
手
慣
れ
た
手
つ
き
で
の

き
り
た
ん
ぽ
握
り
、
勝
手
で
は
洋
子
さ
ん
と

ア
イ
子
さ
ん
が
肴
の
設
え
、
外
で
は
私
、
佐

藤
勲
が
幸
坂
君
の
指
導
の
も
と
U
字
溝
の

囲
炉
裏
で
た
ん
ぽ
焼
き
、
俊
光
君
、
紀
昭
君

期
、
初
の
昼
食
会
楽
し
む

月
4
日
に
「
上
野
の
森
・
昼
食
会
と
美

　
11

術
館
鑑
賞
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

快
晴
無
風
と
最
高
の
天
気
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
し
か
も
28
名
（
女
性
陣
は
6
名
参
加
で

す
）
も
の
参
加
が
あ
っ
て
想
定
外
の
盛
会
で

し
た
。

　
会
場
の
「
韻
松
亭
」
は
明
治
8
年
創
業
の

松
林
に
囲
ま
れ
て
趣
に
満
ち
た
お
店
。
今
回

の
参
加
者
に
は
、
54
年
ぶ
り
の
I
君
、
3

年
ほ
ど
前
か
ら
会
う
よ
う
に
な
っ
た
M
君

と
い
う
新
人
？
の
参
加
も
あ
っ
て
、
皆
さ
ん

は
随
分
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
料
理
は
美
味

し
い
懐
石
風
。
そ
し
て
活
発
な
会
話
で
2
時

間
は
短
か
っ
た
で
す
。
報
告
は
数
人
で
、
そ

の
中
で
も
I
君
の
話
は
15
年
前
に
勤
務
医

と
し
て
千
葉
市
原
に
引
っ
越
し
て
、
子
供
と

５
人
の
孫
に
恵
ま
れ
て
安
定
し
た
生
活
の
よ

う
で
し
た
。
次
に
M
君
は
、
2

O

日
前
に
自

そ
し
て
「
上
野
東
照
宮
」
な
ど
、

君
の

動
車
事
故
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
皆

に
会
い
た
く
て
来
た
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
驚

解
説
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
散
策
を
た
っ

ぷ
り
と
楽
し
ん
だ
後
、
世
界
遺
産
に
指
定
さ

れ
た
ば
か
り
の
国
立
西
洋
美
術
館
前
で
鑑
賞

S

年
か
ら
順
次
後
期
高
齢
者
の
仲
間
入
り
を
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
恒
例
の
桂
と
の
合
同
新

く
こ
と
に
、
さ
ん
も

月
に
同
じ
く
自
動



は
出
来
上
が
っ
た
た
ん
ぽ
の
受
け
渡
し
な

ど
な
ど
ワ
イ
ワ
イ
や
り
な
が
ら
の
処
に
、
千

葉
の
八
千
代
台
か
ら
は
る
ば
る
電
車
を
乗
り

継
い
で
高
橋
千
春
君
が
到
着
、
メ
ン
バ
ー
が

揃
っ
た
と
こ
ろ
で
皆
席
に
ね
ま
っ
て
開
宴
。

（
註
「
ね
ま
る
＝
座
る
」）

　
じ
っ
と
我
慢
し
て
い
た
喉
の
渇
き
を
ビ
ー

ル
で
乾
杯
。
そ
の
瞬
間
か
ら
気
持
ち
は
鳳
鳴

の
頃
の
10
代
に
戻
り
、
多
重
音
極
ま
り
な
く

ク
ラ
ブ
活
動
の
こ
と
、
強
歩
大
会
の
こ
と
、

一
応
勉
強
の
こ
と
、
桂
生
の
こ
と
（
一
部
の

人
）、
強
歩
大
会
の
道
中
、

先
生
か
ら

「
タ
バ
コ
あ
る
が
ぁ
。
一
本
け
れ
ぇ
」、
学
年

マ
ド
ン
ナ
の
K
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ

と
な
ど
な
ど
。
法
事
で
大
館
に
行
っ
て
い
る

小
棚
木
幸
雄
君
が
送
っ
て
く
れ
た
銘
酒
と
今

回
の
サ
ブ
メ
ニ
ュ
ー
の
熊
汁
、
ハ
タ
ハ
タ
、

バ
ッ
ケ
味
噌
、
秋
田
の
酒
か
ら
「
百
年
の
孤

独
」
ま
で
、
手
も
口
も
休
ま
る
こ
と
な
く
飲

み
食
い
し
な
が
ら
古
稀
を
通
り
越
し
た
と
は

思
え
な
い
ほ
ど
の
パ
ワ
ー
を
炸
裂
し
、
鳳
鳴

時
代
の
話
題
に
尽
き
る
こ
と
な
く
盛
り
あ
が

る
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
と
こ
ろ
へ
中
澤
保

宏
君
が
時
間
を
や
り
く
り
し
登
場
、
こ
れ
で

今
回
の
全
員
集
合
と
な
り
、
宴
も
最
高
潮
。

常
連
の
小
林
奎
治
君
は
、
奥
様
か
ら
の
連
絡

で
翌
日
が
通
院
日
と
の
こ
と
で
参
加
で
き
ず

残
念
で
あ
っ
た
。

　

時
間
無
制
限
と
は
い
え
、
飲
み
、
食
べ
、

し
ゃ
べ
り
疲
れ
、
帰
る
べ
ぇ
と
な
り
、「
今

年
も
１
年
元
気
で
頑
張
る
べ
ぇ
」
と
散
会
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
路
に
向
か
っ
た
。
厳
し
か
っ

た
今
年
の
冬
の
な
か
、
一
転
温
か
く
な
り
、

み
ん
な
の
願
い
が
叶
っ
た
よ
う
な
穏
や
か
な

日
だ
っ
た
。
新
年
会
も
兼
ね
て
い
た
の
で
、

平
成
29
年
の
良
い
ス
タ
ー
ト
が
で
き
て
よ

か
っ
た
。　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
勲
記
）

鳳
鳴
十
七
期

　
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
古
希
と
い
う
人
生

の
節
目
を
迎
え
た
「
東
京
十
七
会
」
は
、
昨

年
と
同
じ
上
野
駅
前
の
「
音
音
バ
ン
ブ
ー
ガ
ー

デ
ン
店
」
で
3
月
4
日
開
催
。

　

幸
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
は
男
性
23

名
、
女
子
1
名
で
例
年
よ
り
若
干
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
大
館
か
ら
は
伊
東
良
裕
十
七
会

事
務
局
長
が
参
加
し
て
く
れ
た
ほ
か
、
佐
藤

重
弘
君
が
卒
業
以
来
初
め
て
参
加
す
る
な
ど
、

な
か
な
か
の
盛
会
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
今

回
は
、
参
加
者
全
員
に
自
己
紹
介
を
兼
ね
た

簡
潔
な
近
況
報
告
ス
ピ
ー
チ
を
お
願
い
し
親

睦
を
高
め
る
き
っ
か
け
に
し
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
も
う
28
回
も
海
外

旅
行
を
楽
し
ん
で
来
た
人
や
古
希
を
迎
え
て

か
ら
新
た
に
習
い
事
を
始
め
た
人
、
週
に
何

回
か
は
仕
事
を
続
け
て
い
る
人
、
七
十
歳
に

な
っ
た
ら
医
療
費
の
負
担
が
こ
れ
ま
で
の
三

割
か
ら
二
割
に
軽
減
し
て
高
齢
を
実
感
し
た

人
な
ど
様
々
な
話
題
。
俺
も
そ
う
だ
と
同
意

し
た
り
、
羨
ま
し
が
っ
た
り
し
て
大
い
に
会

話
が
弾
み
名
残
り
尽
き
な
い
ま
ま
、
笑
顔
で

集
合
写
真
を
撮
影
。
そ
し
て
次
回
も
元
気
で

再
会
で
き
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
関
東
一
本
締

め
で
散
会
と
な
り
ま
し
た
。（
黒
沢
綱
太
記
）

●
鳳
鳴
十
八
期

　
29
回
目
の
同
期
会

　

鳳
鳴
高
校
を
卒
業
し
て
50
年
、
昨
年
も

「
10
月
第
三
土
曜
日
」
29
回
目
の
同
期
会
が

開
催
さ
れ
た
。
参
加
者
は
48
名
、
今
ま
で
で

2
番
目
の
多
さ
で
す
。
女
性
は
13
名
。
初
参

加
者
は
戸
部
博
君
（
特
別
寄
稿
を
参
照
）
と

阿
部
鉄
義
君
。
阿
部
君
と
は
50
年
ぶ
り
だ
っ

た
が
、お
互
い
よ
く
覚
え
て
い
て
う
れ
し
い
。

昔
は
ゴ
ッ
ツ
イ
お
っ
さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
が

あ
っ
た
が
、
人
懐
っ
こ
く
温
和
で
ス
マ
ー
ト

に
な
っ
て
い
た
。成
長
し
た
ん
だ
な
あ
〜（
お

前
の
記
憶
が
お
か
し
い
！
の
声
）。
参
加
人

数
も
多
く
、
最
近
で
は
一
番
笑
顔
の
あ
ふ
れ

る
会
に
な
っ
た
。
二
次
会
ま
で
は
大
い
に
飲

ん
だ
が
、
三
次
会
初
め
て
皆
コ
ー
ヒ
ー
だ
っ

た
。
四
谷
の
夜
風
が
心
地
よ
か
っ
た
。

　

18
期
は
69
才
。
や
っ
と
ロ
ッ
ク
な
年
に

な
っ
た
ぜ
ぇ
ー
。

　
【
追
記
】　
昨
年
の
東
京
鳳
鳴
会
の
総
会
で

は
、
栗
盛
信
太
郎
会
長
の
有
終
の
美
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
17
名
の
同
期
が
結
集
し
ま
し

た
。幹
事
の
期
で
も
あ
る
の
で
、
受
付
に
は

と
び
き
り
の
ビ
ジ
ョ
を
数
名
配
し
て
対
応
し

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
。
（
写
真
）

右
か
ら
２
人
目
が
、
阿
部
鉄
義
君
で
す
。　

　

　
　
　
　
　
　
　
（
石
戸
谷
均
記
）

鳳
鳴
十
九
期
（
当
番
幹
事
）

　
そ
こ
は
銀
座
の
ど
真
ん
中
に
出
現
し
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
か
（
行
っ
た
こ
と
は

な
い
が
）。

　
昨
年
11
月
19
日
、
ガ
ム
ラ
ン
の
音
が
響
き

そ
う
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
始
ま
っ
た
同
期
会
。

参
加
者
24
名
は
落
ち
着
か
な
い
雰
囲
気
だ
っ

た
が
、そ
れ
も
最
初
の
う
ち
だ
け
。酒
が
入
っ

東京鳳鳴会会報　　　　　   　  平成 29 年 5月 1日発行・第28 号

 
 
 
 

 
 

 

 
 

 

 
   

    
  
  

 
 

 
 

 

  

    
        

        

5

●

●

○
○

4

4

4

名探偵はいませんが、
世田谷ではチョット有名な病院です

〒154-0001 世田谷区池尻2-33-10
☎ 03-3424-0705
http://www.furuhatahospital.com/

院　長 古畑　正（奥様は秋田美人）
副院長 佐藤茂樹 ( 鳳鳴20期）

外科 整形外科 消化器科 皮膚科 ETC.

平成 29年度
「東京鳳鳴会総会・親睦会」開催

                 代表取締役 成田 孝志（鳳24期）
産業プラント設計第三部 主任 伊藤 圭介（鳳47期）

〒170-0013 東京都豊島区東池袋 4-21-6 第３キンズメンビル３F
TEL 03-3980-2020 http://www.coｓmo-eng.com

祝

東京鳳鳴会のさらなる発展をお祈りしております。

コスモエンジニアリング株式会社
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期
短
信
（
２
０
１

19

　
　
平
成
20

東
地
区
の

10

20

て
し
ま
う
と
、
い
つ
も
の
風
景
に
戻
っ
て
い

た
。
酒
好
き
な
秋
田
県
人
だ
ね
。
酒
の
つ
ま

み
は
何
と
言
っ
て
も
参
加
し
て
い
な
い
同
期

の
悪
口
（
さ
れ
た
く
な
か
っ
た
ら
出
席
し
な

さ
い
）。

　
我
が
期
で
特
筆
す
べ
き
は
女
性
陣
の
圧
倒

的
な
存
在
感
だ
。
少
人
数
な
が
ら
い
つ
も

話
題
の
中
心
に
い
る
。
時
に
は
命
令
口
調
で

用
事
を
言
い
つ
け
ら
れ
る
。
家
で
も
外
で

も
一
緒
だ
な
ー（
個
人
的
感
想
）。
と
は
言
っ

て
も
仲
は
良
い
。
今
年
は
卒
業
後
ぴ
っ
た
り

５
０
年
、
頑
張
っ
ぺ
！
（
花
田
攻
・
記
）

●
鳳
鳴
二
十
期

7
年
）　　

年
８
月
、
渋
谷
「
秋
田
」
で
、
関

期
親
睦
会
が
開
催
さ
れ
て
か
ら

年
で
す
。
当
初
は
「
東
京
鳳
鳴
会
」
総
会

の
当
番
幹
事
の
役
割
が
控
え
て
い
た
の
で
、

毎
月
の
よ
う
に
親
睦
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た

も
の
で
す
。
そ
し
て
、
ク
ラ
ス
が
違
っ
て
い

て
も
一
度
杯
を
交
わ
す
と
大
親
友
に
な
る
と

い
う
不
思
議
な
経
験
も
た
く
さ
ん
味
わ
っ
た

も
の
で
す
。

　
最
近
は
渋
谷
駅
前
の
「
ち
ゃ
ぽ
ん
」
な
る

居
酒
屋
で
、
日
曜
日
の
真
昼
間
か
ら
、
相
変

わ
ら
ず
の
持
ち
込
み
O
K
で
和
気
あ
い
あ

い
の
大
宴
会
を
４
の
倍
数
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。「
弱
肉
強
食
」
の
競
争
社
会
を
突
っ

走
っ
て
来
た
「
団
塊
の
世
代
」
と
し
て
は
、

還
暦
を
と
う
に
越
え
て
一
息
つ
い
た
今
こ

そ
、
余
裕
を
も
っ
て
「
遊
び
」
ま
し
ょ
う
！

　
今
年
度
も
佐
藤
茂
樹
会
長
を
中
心
に
お
つ

き
あ
い
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
20
期
掲
示
板
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
熊
谷
良
次
郎
記
）

●
鳳
鳴
二
十
一
期

　

首
都
圏
で
の
同
期
会
は
な
か
な
か
開
催

で
き
ま
せ
ん
が
、
五
年
毎
の
大
館
で
の
同
期

会
ま
で
間
が
あ
り
ま
す
の
で
是
非
、
東
京
で

も
開
催
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
F
a
c
e
b
o
o
k
で
同
期

の
情
報
が
頻
繁
に
入
っ
て
来
ま
す
の
で
、
突

然
の
飲
み
会
な
ん
て
言
う
事
も
よ
く
あ
り
ま

す
。
話
題
は
年
金
や
病
気
の
事
、
色
々
と
出

て
き
ま
す
が
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
。銀
座「
独

門
俱
楽
部
」、
目
白
の
「
五
城
目
」
で
ミ
ニ

飲
み
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
部
信
一
記
）

●
鳳
鳴
二
十
七
期

　

27
期
の
東
京
鳳
鳴
会
は
、
定
例
の
11
月

日
（
第
２
土
曜
日
）
に
実
施
。
今
年
の

幹
事
は
Ｅ
組
、
夏
か
ら
幹
事
で
会
場
選
び

や
下
見
に
動
き
、
参
加
者
の
交
通
の
利
便

性
を
考
え
Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
と
東
京
メ
ト
ロ

有
楽
町
線
の
銀
座
一
丁
目
駅
か
ら
近
い
居

酒
屋
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
都
内
近
県
だ
け
で
は
な
く
遠

く
は
大
阪
や
滋
賀
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
回
は
京
都
か
ら
飛
び
入
り
で

中
村
さ
ん
が
出
席
。
一
次
会
は
総
勢
20
名

で
ス
タ
ー
ト
。
毎
年
あ
っ
て
い
る
人
、
久

し
ぶ
り
に
参
加
人
な
ど
様
々
な
話
し
合
い

の
話
題
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ぎ
、あ
っ
と
い
う
間
に
予
定
の
３
時
間
が
過

2
次
会
へ
と
移
動
。
今
年
は
、
外
へ

出
て
移
動
す
る
の
は
面
倒
だ
と
思
い
、
同

じ
ビ
ル
の
別
の
居
酒
屋
で
２
次
会
を
実

施
。
次
会
か
ら
参
加
の
人
が
い
ま
し
た
。

2
2
次
会
は
２
部
屋
に
分
か
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
途
中
で
メ
ン
バ
ー
を
入
れ
替
え

て
、
尽
き
な
い
話
に
盛
り
上
が
り
、
こ
の

後
に
３
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
に
移
動
。
3
次

●
鳳
鳴
二
十
九
期（
当
番
幹
事
）

　
第
7
回
首
都
圏
同
期
会
が
11
月
26
日
信
濃

町
の
鮨
処
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
々
日
に
11
月
で
は
54
年
ぶ
り
の
積
雪

（
大
館
の
人
に
笑
わ
れ
る
）
が
あ
り
、
心
配

さ
れ
ま
し
た
が
雪
は
す
っ
か
り
消
え
、
神
宮

外
苑
の
い
ち
ょ
う
が
と
て
も
綺
麗
で
し
た
。

　

秋
田
市
か
ら
斎
藤
常
雄
先
生
を
お
迎
え

し
、
首
都
圏
同
期
会
と
は
い
え
北
海
道
、
宮

城
、
大
阪
と
遠
方
か
ら
の
参
加
も
あ
り
18
名

で
の
賑
や
か
な
会
に
な
り
ま
し
た
。
先
生
か

ら
大
吟
醸
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
き
、
近
況

報
告
や
懐
か
し
い
ア
ル
バ
ム
を
み
て
高
校
時

代
に
戻
れ
ま
し
た
。
卒
業
し
て
40
年
、
あ
っ

と
い
う
間
で
す
。
二
次
会
に
は
大
館
か
ら
の

参
加
も
あ
り
、
一
次
会
同
様
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
次
回
は
、
斎
藤
先
生
が
高
橋
充
先
生
を
誘

い
、デ
ュ
エ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
る
そ
う
で
す
。

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
同
期
の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
一
緒
に
聴
き
に
行
き
ま
し
ょ
う
ね
！　

　
　
　
　

（
織
茂｟
浪
岡
｠ひ
と
み
記
）

　

首都圏20期会
四季折々の懐かしい再会を祈念して

会長 佐藤　茂樹　090-9019-3120
幹事 鈴木 　 均　 090-3900-6161
　　 熊谷良次郎　080-5645-1407

20期掲示板
jpdo.com/cc12/127/joyful.cgi

今年の同期会は「11月25日（土）」を予定しています
　皆さまのご参加を楽しみにお待ちしております

青山健　赤尾関靖子　赤石稔　秋林園子　秋山永作　浅利昇　阿部暢彦　石黒朋子　石戸谷雅子　伊多波晃　
伊藤智子　伊藤洋子　大黒和彦　大森栄一　粕田幹純　金澤禎子　川口満義　川田俊秋　小笠原茂人　桐生とし子　
工藤佳則　桑名哲夫　五井昭生　小池志郎　高坂昇　小鮒秀樹　小堀寿亮　佐々木悦子　笹木のぞみ　佐藤昭博　
佐藤修　佐藤雅昭　佐藤啓孝　菅原修　高杉健二　高橋敦　滝悟　多久祐子　竹内均　武田克人　武田真二　
武田信樹　田中峰雄　田原栄人　対馬久美子　角田幸男　戸嶋博昭　長崎尚　中津川真吾　浪岡ひとみ　成田巧　
成田弘子　成田雅彦　　乳井芳彦　花田紀美子　羽生信一　平瀬美佳　藤田夏奈子　古瀬巧　本多博子　真崎康博　
松橋茂樹　松橋博基　三浦公男　皆川圭吾　宮野則昭　村上信夫　柳館昌子　簗瀬博章　山田和人　吉田かおる　
若狭英則　若松るり子　渡部典子　　　　　　( 首都圏在住者及び 2016 年参加者一同 )

29K I GRADUATES 

REWARD $300

29 期 MLに首都圏外在住も含め 67名が参加しています。同期の方を見かけたらご案内下さい。
　　　　　　　　　　　　tanaka@genesis-co.jp まで

首都圏同期会の
ご案内

 11 月最終
 土曜日 

＜  幹事：秋山、多久、田中、花田、簗瀬  ＞　 

鳳鳴29期

    
 

 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

     
 
  

  

 

 
   

会
か
ら
参
加
し
て
く
れ
た
人
も
い
て
、
出

席
者
23
名
で
無
事
に
終
了
。

次
回
の
幹
事
は
Ｃ
組
で
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
裕
貴
・
記
）

　



本年29年度「総会・懇親会」ご案内 

日　時 平成29年6月4日（日） 
　　　  開会 正午12：00・受付午前11：00
会　場 ホテル「グランドパレス」３F 白樺＋鶴＋亀
会　費 一般会員10,000円    30才未満7,000円
　　　  学生3,000円    新入会員 2,000円
　　　  （ 全て年会費2,000円を含む ）

１年に一度の賑わいにぜひ、ご参加を！

 会場へのアクセス＝地下鉄「九段下駅」から
▷東西線 7 番口 ( 富士見口 ) より徒歩 1分
▷半蔵門線・都営新宿線 3a・3b 番口より徒歩 3分

楽しかった28年度の新入会員歓迎＆懇親会。写真のアラカルトをどうぞ！

本年29年度の当番幹事「9」期の皆さん（本年2月神田事務所にて）

久
し
ぶ
り
！

期
の
二
人

2323

立石校長と新入会員が勢揃い

プロボクサー中島隆成くん（右） m

期は違えど、 我らは成章中

笑
顔
い
た
だ
き

アトラクションは 「能の謡』」でした

次回の幹事は 「 99」 の期よ

女性新入会員に人だかり

歳
の
差
　

才
35

元気な大先輩たちで乾杯の音頭 1！

受
付
は

期
の
皆
さ
ん

18 
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49

鳳
鳴

期
、
花
輪
一
中
出
身
の
佐
々
木
麻

12 11 28

衣
子
と
申
し
ま
す
。

　

先
日
久
し
ぶ
り
に
誘
わ
れ
、
国
会
議
事
堂

見
学
勉
強
会
の
懇
親
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

久
々
の
鳳
鳴
会
、
会
長
の
勢
い
、
ま
た
先
輩

方
の
お
元
気
な
姿
、
明
る
く
楽
し
い
先
輩
後

輩
に
鳳
鳴
高
校
の
伝
統
を
感
じ
ま
し
た
。

25

　

現
在
私
は
会
社
勤
め
の
傍
ら
、
日
本
舞
踊

活
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
の
活
動
に
お

い
て
は
、
平
成

年
８
月
国
立
劇
場
に
於
い

て
、
日
本
舞
踊
協
会
城
南
ブ
ロ
ッ
ク
日
本
舞

踊
公
演
で
「
新
版
酒
餅
合
戦
」
に
出
演
し
、

先
輩
方
が
応
援
に
か
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
同
じ
く

月
に
は
盛
岡
に
て
、
前
々

理
事
長
追
善
公
演
「
し
の
ぶ
会
」
に
て
、「
長

唄
春
の
調
」を
踊
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
演
目
は
二
人
立
で
し
た
。
一
緒
に
踊
っ

て
い
た
の
は
、鳳
鳴
高
校
出
身
の
後
輩
で
す
。

彼
女
も
今
東
京
で
同
じ
師
匠
の
も
と
で
勉
強

し
合
う
仲
間
で
す
。

　

ま
た
同
じ
く

月
に
は
、
花
輪
文
化
祭
に

お
い
て
、「
長
唄
連
獅
子
」
を
姉
弟
子
と

年
ぶ
り
に
踊
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
は
衣
裳
・
大
道
具
が
な
い
素
踊
り
で
、
踊

り
そ
の
も
の
を
見
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
の

で
、
一
層
緊
張
し
ま
し
た
。
花
輪
に
コ
モ
ッ

セ
と
い
う
素
晴
ら
し
い
劇
場
が
で
き
ま
し

た
。
今
後
も
花
輪
に
お
い
て
も
日
本
舞
踊
の

公
演
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

特別寄稿 1

い
つ
も
そ
ば
に
あ
る
踊
り

佐
々
木
麻
衣
子
（
鳳
鳴
　
期
）

49

  
  

　

ま
た
こ
こ
数
年
は
海
外
の
方
向
け
に
踊
ら

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
平
成
26

年
に
は
台
湾
の
台
北
・
台
南
・
台
中
に
て
、

世
界
３
か
国
か
ら
歌
と
踊
り
の
代
表
が
集
ま

る
芸
術
祭
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
日
本
か
ら
は
日
本
舞
踊
が
代

表
に
な
り
、三
味
線
・
唄
・
鳴
り
物
の
生
演
奏
、

自
分
た
ち
で
舞
台
を
整
え
、衣
裳
を
ま
と
い
、

結
髪
・
化
粧
を
す
る
と
い
う
公
演
で
し
た
の

で
日
本
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
一
生
懸
命
努
め

ま
し
た
。
海
外
で
の
公
演
は
本
当
に
心
に
残

る
も
の
で
、
幼
い
頃
か
ら
日
舞
を
続
け
て
き

て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
で
し
た
。

　

ま
た
東
京
・
千
葉
・
神
奈
川
の
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
事
業
の
一
環
で
日
本
舞
踊
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
も
最
近
で
は
多
く
な
り
ま
し

た
。
国
際
交
流
や
、
観
光
客
の
増
加
を
推
進

す
る
事
業
の
一
部
で
す
の
で
、
日
本
舞
踊
が

社
会
に
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
も
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。

　

私
は
３
歳
の
時
、
花
輪
で
日
本
舞
踊
の
流

派
で
あ
り
ま
す
、水
木
流
に
入
門
し
ま
し
た
。

水
木
歌
優
師
に
出
会
い
、
先
生
の
お
か
げ
で

続
け
ら
れ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
基
礎
か
ら
丁
寧
に
毎
回
の
お
稽
古
は

熱
心
す
ぎ
る
ほ
ど
で
、
そ
の
踊
り
の
役
ど
こ

ろ
や
舞
台
の
こ
と
、
小
道
具
の
こ
と
な
ど
本

当
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
進
学
時
な
ど
先
生
が
環
境
を
整
え

て
く
だ
さ
り
、
上
京
し
て
も
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
現
在
は
現
理
事
長
の
水
木
佑

歌
師
の
も
と
で
学
ん
で
お
り
ま
す
。

　

小
学
校
卒
業
時
に
名
取
を
許
さ
れ
、
水
木

歌
蓮
と
い
う
名
前
を
頂
き
、
大
学
在
学
中
に

師
範
名
取
の
御
免
状
を
頂
き
ま
し
た
。
自
分

が
稽
古
場
を
開
く
立
場
に
な
る
と
は
思
っ
て

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
稽
古
場
を
開
い
て

10
年
に
な
り
ま
す
。
２
年
ご
と
に
自
宅
か
ら

程
近
い
成
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
発
表
会
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
第
５
回
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
師
匠
か
ら
の
助
言
も
あ
り
、
平
成

29
年
８
月
５
日
に
日
本
橋
公
会
堂
に
お
い

て
「
水
蓮
会
」
を
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
弟
子
共
々
一
生
懸
命
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
御
縁
が
あ
り
、
長
唄

の
杵
屋
佐
喜
さ
ん
に
演
奏
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
彼
は
杵
屋
佐
吉
さ
ん
の
御
子
息
で
す
。

今
回
私
は
五
世
杵
屋
佐
吉
作
曲
の
「
長
唄
阿

波
踊
り
慕
情
」
を
踊
ら
せ
て
い
た
だ
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
由
緒
あ
る
曲
を
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
の
は
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で

す
。

　

た
だ
た
だ
踊
り
が
好
き
で
続
け
て
き
た
私

は
、
今
頃
に
な
っ
て
基
礎
の
大
切
さ
を
痛
感

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
過
信
せ
ず
に
、
踊

り
の
基
礎
を
大
切
に
、
そ
し
て
丁
寧
に
踊
る

こ
と
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

計
り
知
れ
な
い
演
目
数
で
必
死
に
覚
え
る

日
々
で
す
が
、
恩
を
返
す
た
め
に
も
稽
古
を

重
ね
、
後
世
に
も
引
き
継
げ
る
存
在
で
あ
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
写
真
上
か
ら
）
➊
筆
者　

➋
花
輪
ね
ぷ
た

に
て
。
後
列
右
か
ら
二
人
目　
➌
「
長
唄　

春
の
調
」
平
成
29
年
11
月　
偲
ぶ
会
・
岩
手

県
民
会
館
に
て
。
右
・
水
木
歌
蓮
（
佐
々
木

麻
衣
子
）
左
・
水
木
紅
耶
（
田
中
麻
耶
・
鳳

鳴
57
期
卒
）　
➍
）「
長
唄　
三
日
月
雷
女
太

夫
」
平
成
25
年
10
月　
水
晶
会
・
日
本
橋
公

会
堂
に
て
。
右・女
太
夫
（
水
木
歌
蓮
）
左
・

雷
（
水
木
紅
耶
）

日時・２０１７年11月1８日（土）
　　　11時 30 分より
会場・ホテルイースト21東京
　　　東京都江東区東陽 6-3-3

集おう！

首都圏大館ふるさと会　
会長工藤 捷（鳳12期）

首都圏大館
ふるさと会

今年の幹事は【C】です
同期会を企画中

詳細後日

九嶋信義
斎藤裕子
佐藤裕貴
庄司眞子
杉渕由博
高橋重美
田中義雄
畠山和久
山脇章平
薮田清彦

五十嵐努
池田均

小笠原勝
加賀靖
樹下高子
木村行成

鳳鳴
27期

税
理
士
事
務
所

T
E
L
0
3
・
3
2
7
2
・
8
5
9
6

F
A
X
0
3
・
3
2
7
2
・
8
4
7
1

鳴
海
悠
祐
（鳳13）

中
央
区
日
本
橋
3・1・2
N
T
A
日
本
橋
ビ
ル
8
F

相
続
税
の
ご
相
談
も
、お
気
軽
に
！



　

昭
和
25
年
１
月
15
日
、
大
館
の
玉
林
寺
と

い
う
寺(

母
の
実
家)
で
生
ま
れ
た
私
。
父

は
西
安(

シ
ー
ア
ン)
で
中
国
人
２
０
０
人
、

日
本
人
40
人
程
の
社
員
を
雇
い
、
日
本
陸
軍

の
衣
料
品
や
食
料
等
を
扱
う
湯
瀬
公
司

人(

銃)

(

株

式
会
社)

を
経
営
し
て
い
た
と
か
。
時
節
柄

護
身
用
に
モ
ー
ゼ
ル
自
動
拳
銃
を
肌
身
離
さ

ず
持
っ
て
い
た
そ
う
で
す(

写
真
が
あ
り
ま

し
た
が
、
火
事
で
焼
失)

。
し
か
し
こ
の
戦

争
は
勝
ち
目
が
無
い
と
し
て
、
母
と
５
人
の

子
供
達(

姉
４
人
兄
１
人)

を
大
館
に
帰
還

さ
せ
た
も
の
の
、自
分
は
部
下
と
共
に
残
り
、

敗
戦
後(

終
戦
と
は
決
し
て
言
え
な
い
？)

は
ソ
ビ
エ
ト
に
抑
留
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

昭
和
23
年
の
10
月
に
は
何
と
か
日
本
に
帰
還

出
来
た
そ
う
で
す
。
も
し
父
が
帰
れ
な
か
っ

た
ら
、
今
の
私
は
い
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
私
は
、
大
館
三
中
〜
鳳
鳴
と
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
部
で
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン(

打
楽

名(
)

で

)

！

器)

を
受
け
持
ち
ま
し
た
。
結
成
以
来
秋
田

県
大
会
で
ず
っ
と
２
位
に
甘
ん
じ
て
い
た
鳳

鳴
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
私
が
３
年
生
の
時
で

す
。進
学
の
為
メ
ン
バ
ー
が
抜
け
る
中
、残
っ

た
メ
ン
バ
ー
30

Ｂ
ク
ラ
ス)

は
夏
休
み

返
上
で
夜
８
時
ま
で
体
育
館
で
特
訓
。
そ
の

成
果
が
秋
田
県
大
会
の
優
勝
。そ
の
勢
い
で
、

東
北
大
会
も
優
勝
！　

皆
で
ス
テ
ー
ジ
の
暗

い
袖
で
転
げ
廻
っ
て
泣
き
ま
し
た
。
次
の
全

国
大
会
は
40

Ａ
ク
ラ
ス)

な
の
で
、
大

会
は
こ
こ
ま
で
で
し
た
。
し
か
し
た
と
え
Ｂ

ク
ラ
ス
で
あ
ろ
う
と
も
、
優
勝
出
来
た
事
は

全
員
の
誇
り
だ
と
今
で
も
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
の
指
揮
者
は
伊
藤
公
泰
君
で
す
。
こ

の
こ
と
は
音
楽
の
先
生
と
相
談
の
上
決
め
ま

し
た
。
多
分
、
高
校
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
生

徒
が
指
揮
者
っ
て
言
う
の
は
稀
有
の
事
だ
と

思
い
ま
す
。

　

卒
業
後
の
私
は
、
迷
わ
ず
に
東
京
の
立
川

に
存
在
す
る
航
空
自
衛
隊
航
空
中
央
音
楽
隊

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

日
の
受
験
生
は
、
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
だ
け
で

も
８
人
い
ま
し
た
。
音
楽
の
基
礎
理
論
と
ソ

ル
フ
ェ
ー
ジ
ュ
（
フ
ラ
ン
ス
語
：
譜
面
を
読

ん
で
歌
う
事
）・
ス
テ
ィ
ッ
ク(

打
棒
）
で

の
実
技
テ
ス
ト
と
、
ま
る
で
音
楽
大
学
の
試

験
の
よ
う
で
し
た
。
結
果
は
、
私
と
も
う
１

人
の
２
人
が
合
格
で
し
た
。
た
だ
し
、
そ
こ

は
あ
く
ま
で
も
自
衛
隊
、
隊
員
の
基
礎
は
学

ば
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
そ
れ

は
真
冬
の
基
地
で
の
こ
と
。カ
ー
ビ
ン
銃（
騎

を
も
っ
て
走
ら
さ
れ
、
わ
ざ
と
水
溜
ま

り
の
所
が
く
る
と
、「
伏
せ
っ
！
」
で
す
。

後
は
ご
想
像
に
お
ま
か
せ
し
ま
す
。

　

訓
練
終
了
後
、
よ
う
や
く
立
川
へ
着
任
。

そ
し
て
２
週
間
の
練
習
後
に
、
い
き
な
り
新

宿
の
厚
生
年
金
会
館(

観
客
数
２
千
人

の
定
期
演
奏
会
！　

担
当
楽
器
は
タ
ン
バ
リ

ン
＆
シ
ン
バ
ル(

後
に
ス
ネ
ア
ド
ラ
ム
：
小

太
鼓
や
抜
粋
メ
ン
バ
ー
の
フ
ル
バ
ン
ド
で

ド
ラ
ム
ス
を
や
る
よ
う
に
な
り
ま
す)

で
し

た
。
こ
れ
は
本
当
は
超
難
し
い
ん
で
す
。
幸

い
鳳
鳴
時
代
に
嫌
と
言
う
程
や
ら
さ
れ
た
ん

で
、
何
と
か
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
因
み
に
こ

の
時
の
ゲ
ス
ト
は
朱
里
エ
イ
コ
さ
ん
で
し

た
。
以
後
、
雪
村
い
づ
み
さ
ん
や
千
昌
夫
さ

ん
と
結
婚
し
た
ジ
ョ
ー
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド

さ
ん
、
ア
イ
ジ
ョ
ー
ジ
さ
ん
等
々
有
名
な

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ジ
ョ
ー
ン
・
シ
ェ
パ
ー
ド

さ
ん
が
、
演
奏
会
（
定
期
演
奏
会
以
外
で
し

た
が
）
終
了
後
に
、
高
級
日
本
酒
の
一
升
瓶

を
四
本
も
提
供
し
て
く
れ
た
事
は
今
で
も
覚

え
て
い
ま
す
。
勿
論
、
付
き
人
の
方
が
持
っ

て
き
て
く
れ
た
の
で
す
が
。

一
番
の
思
い
出
は
、
奥
尻
島
に
行
っ
た
時

の
事
で
す
。
夕
方
、
私
達
「
空
音
」
は
、
青

森
の
大
湊
港
に
あ
る
海
上
自
衛
隊
大
湊
分
隊

か
ら
大
型
護
衛
艦
「
お
お
い
」
に
乗
船
し
ま

し
た
。
出
航
ま
で
3
時
間
。「
お
お
い
」
の

艦
長
が
「
う
ち
の
ヒ
マ
な
隊
員
達
が
イ
カ
釣

り
を
し
て
る
ん
で
、
よ
か
っ
た
ら
や
っ
て
み

ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
の
で
、
め
ち
ゃ
明
る

い
照
明
の
元
、「
空
音
」
の
好
き
も
ん
が
釣

り
ざ
お
を
借
り
て
イ
カ
釣
り
を
や
り
始
め
ま

し
た
。「
海
自
」
の
連
中
は
パ
ッ
カ
ぱ
っ
か

釣
れ
る
の
に
、
我
が
「
空
音
」
は
河
豚
ば
っ

か
（
こ
れ
は
後
で
役
立
つ

　

そ
ん
な
こ

ん
な
で
、
い
よ
い
よ
出
航
。
こ
の
出
航
時
刻

が
ま
た
い
い
ん
で
す
。
午
後
５
時
に
動
き
だ

し
30
分
も
し
た
ら
、
食
事
の
合
図
の
ラ
ッ
パ

が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
こ
の
時
は
離
島
慰
問

と
い
う
こ
と
で
、「
空
自
」
は
い
つ
も
よ
り

人
数
が
少
な
く
12
人
で
し
た
。
食
堂
へ
行
っ

て
び
っ
く
り
！　

艦
長
以
下
、
航
行
任
務
以

外
の
隊
員
達
が
皆
拍
手
で
迎
え
て
く
れ
た
ん

で
す
。
も
っ
と
驚
い
た
の
は
、
蟹
・
う
に
・

い
く
ら
・
釣
っ
た
イ
カ
・
河
豚
等
の
ご
馳
走

三
昧
！　

特
に
び
っ
く
り
は
河
豚
で
し
た

が
、
ち
ゃ
ん
と
免
許
を
取
得
し
て
い
る
炊
事

担
当
の
隊
員
が
調
理
し
た
と
の
こ
と
。
も
う

大
宴
会
で
し
た
。
こ
う
な
っ
た
ら
こ
ち
ら
も

お
返
し
と
言
う
こ
と
で
、「
空
音
」
の
メ
ン

バ
ー
（
６
人
だ
っ
た
か
な
？
）
が
酔
い
に
ま

か
せ
て
、
小
ジ
ャ
ズ
演
奏
会
で
す
。

　

約
13
年
間
「
空
音
」
に
在
籍
し
、
訳
あ
り

で
除
隊
し
ま
し
た
が
、
今
振
り
返
っ
て
み
る

と
貴
重
な
体
験
の
連
続
だ
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

東京鳳鳴会会報　　　　　   　  平成 29 年 5月 1日発行・第28 号
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特別寄稿 2

我
が
人
生
は
「
ド
ラ
ム
ス
」
に
あ
り

湯
瀬
貞
司
　（
鳳
鳴

期
）

20

手作りきりたんぽ鍋セット
2人前　3,888 円
3 人前　5,832 円

送料は地域により変更
電話・FAX・インターネットからご注文承ります

鳳鳴21期生へ
〈昭和４４年３月卒業〉

卒業して４８年、
東京鳳鳴会総会で
待っています
会長 佐藤正行

080-5683 -9624（携帯）
幹事 阿部信一

090-8463-5566（携帯）

在
京
秋
田
県
高
等
学
校

秋
高

連
同
窓
会
連
合
会

副
会
長

栗
盛
信
太
郎

〒
1
8
1‒

0
0
1
2

東
京
都
三
鷹
市
上
連
雀
1

1
0
3

‒
‒
‒　　

　

T
E
L
0
4
2
2‒

5
5‒

8
1
5
1

携
帯
0
9
0‒

5
5
7
2‒

5
9
3
5

11
19

18

（
写
真
上
か
ら
）●
東
北
大
会
で
（
ス
ネ
ア

ド
ラ
ム
が
筆
者
）
●（
顔
写
真
）筆
者
●
空

自
音
楽
隊
の
ス
テ
ー
ジ
で
●「
宮
間
利
之
と

ニ
ュ
ー
ハ
ー
ド
」の
ド
ラ
マ
ー
石
川
晶
氏
と



の
下
宿
生
活
、3

東京鳳鳴会会報 平成 29年 5月 1日発行・第28 号10

15会（
18

い
た
。
2

鳴
高
校
に
は
1

22

23
、

鷹
巣
中
学
校
（
2

転
校
）、
今
ど
れ
も
が
懐
か
し
い
。
し
か
し
、

鳳
鳴
高
校
で
学
ん
だ
1

大
学
理
学
部
生
物
学
科
に
入
学
し
、
さ
ら
に

大
学
院
へ
進
ん
だ
。
理
由
は
、
卒
業
時
に
重

が
、
皆
さ
ん
に
快
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い

た
。

　

関
東
十
四
期
会
の
主
な
活
動

関東十四期会 (としごろかい)

❶ 「一金会」・毎月第１金曜日に開催　17:00 ～19:30 2時間30分  ( 十四期生に限らず、
　 どなたでも自由に参加できます ) 
❷ 「一金会ホームページ」を開設・十四期の動向を紹介 ( URL：http://ichikinkai.com/ ) 
❸ 「ゴルフコンペ」・ 春秋 2 回、自由参加のオープンコンペを開催  ( 日程は、その時期に
　 上記ホームページに掲示します ) 
❹ 「新年会」+「イベント」の開催・ 1 月中旬～下旬  
❺ カラオケ同好会を年３～４回開催 
❻春と秋には首都圏の名所で「昼食会」＋「イベント」を新規に開催予定 
❼ 東京鳳鳴会の開催イベント（鳳鳴塾、総会、ゴルフ会、ボーリング大会、囲碁会  等）
　には同期の多数参加を図る

会長・長井 忠昌　会長代行・石井 邦夫　幹事・畠山忠昭
（連絡先）e-mail：htwtn484@yahoo.co.jp　Tel &Fax 048-259-5917

と な か い

東京十七会
昭和40年卒業の同期会

毎年3月頃懇親会を開き、
楽しく旧交を温めております
幹事 山口忠雄 ０９０  -５８１８-４２８０
　　 黒沢綱太 ０９０  -９００９-２２１３
　　 山本英俊 ０９０  -２５５８-５６７３

　

京
都
大
学
を
定
年
退
職
し
て
5
年
が
過
ぎ

た
。
退
職
後
は
東
京
へ
通
う
こ
と
が
多
く
、

そ
の
折
に
中
学
時
代
（
旧
森
吉
町
立
前
田
中

学
校
）
の
鈴
木
弘
俊
（
鳳
鳴
18
期
）
さ
ん
、

庄
司
文
孝
（
鳳
鳴
18
期
）
さ
ん
と
旧
交
を
温

め
て
き
た
。
そ
こ
に
旧
阿
仁
合
線
仲
間
の
桜

田
博
さ
ん
（
阿
仁
中
学
校
卒
）
が
加
わ
る
こ

と
も
あ
る
。
こ
の
3
年
間
は
夏
に
秋
に
ふ
る

さ
と
前
田
を
訪
れ
、
森
吉
山
登
頂
を
楽
し

秋
の
競
歩
大
会
、
父
親
の
死
、
ケ
ネ
デ
ィ
大

統
領
の
暗
殺
、
岩
木
山
遭
難
。
し
か
し
今
、

古
い
ア
ル
バ
ム
を
め
く
っ
て
も
当
時
の
写
真

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
鳳
鳴
高
校
校
舎
の
写
真

が
数
枚
貼
っ
て
あ
っ
た
。
徽
章
の
写
真
も
あ

る
。
徽
章
を
つ
け
た
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
学
校

へ
通
っ
た
と
き
の
何
と
誇
ら
し
か
っ
た
こ
と

か
。

　

転
校
先
の
県
立
青
森
高
等
学
校
か
ら
東
北

な
る
よ
う
に
し
て
起
こ
っ
た
大
学
紛
争
（
70

　

行
き
場
が
無
く
な
り
博
士
課
程
に
進
学
し

た
。
こ
れ
が
私
の
人
生
を
変
え
る
一
歩
と

で
謎
解
き
を
す
る
探
偵
の
ご
と
き
で
あ
る
。

　

博
士
課
程

大
学
に
職
を
得
て
、
さ
ら
に
京
都
大
学
へ
移

り
退
職
す
る
ま
で
の

ま
ざ
ま
な
植
物
を
調
べ
て
き
た
。
私
が
調
べ

論
文
に
し
て
初
め
て
伝
え
た
植
物
が
無
数
に

あ
る
。

取
得
後
間
も
な
く
、
妻
と

を
連
れ
て
初
め
て
海
外
へ
渡
り
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
セ
ン
ト
ル
イ
ス
に
あ
る
ミ
ズ
ー
リ
植

物
園
で

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
で
知
っ
た
植
物

園
の
園
長
（
ピ
ー
タ
ー
・
レ
ー
ブ
ン
）
が
素

晴
ら
し
い
人
で
、
私
の
世
界
観
を
大
き
く
変

特別寄稿 3

戸
部
　
博
（
鳳
鳴
１８
期
）

思
い
出
の
鳳
鳴
高
校
か
ら
科
学
研
究
へ

め
る
学
会
（
公
益
社
団
法
人
日
本
植
物
学

年
大
き
な
話
題
に
な
っ
た
。
私
が
会
長
を
務

　
な
い
基
礎
科
学
研
究
そ
の
も
の
で
あ
る
。

進
化
の
研
究
は
実
利
的
な
面
か
ら
は
目
立
た

れ
ば
私
の
今
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
植
物

え
た
。
こ
の
人
と
の
出
会
い
と
理
解
が
な
け

た
こ
と
が
一
度
も
無
い
。
一
口
に
言
え
ば
、

    

 

 

            

 
 

 

年
で
中
退
し
、
そ
の
後
千
葉

ん
で
き
た
。
彼
ら
に
誘
わ
れ
て
、
昨
年
10
月

日
に
東
京
で
開
か
れ
た
鳳
鳴
高
校
の
同
期

期
）
に
初
め
て
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

年
生
か
ら
は
転
校
し
た
た
め
、
鳳

年
間
だ
け
の
在
籍
で
あ
っ
た

い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
と
呼
ば
れ
た
昭
和

年
生
ま
れ
の
一
員
で
あ
る
。
ど
こ
で

も
人
が
溢
れ
て
見
え
た
。
小
学
１
年
生
の
と

き
に
北
海
道
か
ら
転
入
し
卒
業
す
る
ま
で
過

ご
し
た
鷹
巣
小
学
校
、
そ
の
後
に
入
学
し
た

年
生
か
ら
前
田
中
学
へ

年
間
は
、
今
な
お
強

烈
な
思
い
出
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
初
め
て

時
間
目
終
了
後
の
早
や
弁
、

お
腹
を
突
き
出
し
て
歌
う
応
援
歌
の
練
習
、

年
安
保
）
の
せ
い
で
、
充
分
に
学
ぶ
機
会
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も

将
来
、
科
学
者
、
研
究
者
の
道
を
進
む
こ
と

は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
修
士
課
程
修
了
に

合
わ
せ
て
、
幾
つ
か
の
企
業
の
入
社
も
試
み

た
が
、
こ
と
ご
と
く
失
敗
。
何
し
ろ
研
究
分

野
は
植
物
分
類
学
で
あ
り
、
企
業
の
求
人
担

当
者
か
ら
は
、
な
ぜ
当
社
を
受
験
し
た
の
で

す
か
？

な
っ
た
。
研
究
が
面
白
い
。
面
白
け
れ
ば
昼

も
夜
も
な
く
研
究
す
る
。
前
述
し
た
中
学

時
代
の
友
人
た
ち
と
旧
交
を
温
め
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
私
自
身
の
研
究
に
つ
い
て
話
し

地
球
上
の
植
物
の
進
化
の
研
究
で
あ
る
。
今

か
ら

植
物
が

た
。
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
植
物
が
進
化
し
、
そ
れ
ら
が
今
ど
の

よ
う
に
生
き
て
い
る
か
、
未
来
は
？
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
手
法
で
調
べ
、
考
え
る
、
ま
る

そ
の
よ
う
な
基
礎
科
学
研
究
の
一
つ
が
昨

40
年
間
、
世
界
中
の
さ

30
才
代
は
じ
め
、学
位
（
理
学
博
士
）

2
人
の
幼
い
子
供

年
間
、
植
物
進
化
の
研
究
に
専
念

2

億
年
前
に
海
か
ら
上
陸
し
た
最
初
の

5
30
万
種
以
上
に
進
化
し
多
様
化
し

会
）会
員
の
1
人
で
あ
る
大
隅
良
典
さ
ん
が
、

ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

大
隅
さ
ん
は
、
酵
母
に
お
け
る
オ
ー
ト
フ
ァ

ジ
ー
、
す
な
わ
ち
細
胞
内
に
で
き
た
二
重
膜

構
造
体
（
オ
ー
ト
フ
ァ
ゴ
ソ
ー
ム
）
が
自
ら

（
写
真
上
か
ら
）

➊
筆
者　

➋
右
・
当
時
の
鳳
鳴

高
等
学
校
校
舎　

➋
左
・
左
か
ら
、
戸

部
博
、庄
司
文
孝（
鳳

鳴
18
期
）、
桜
田
博
、

鈴
木
弘
俊
（
鳳
鳴
18

期
）

➌
森
吉
山
山
頂
に

て
、
３
人
と
も
疲
れ

た
顔
で
記
念
写
真
。

左
か
ら
戸
部
博
、
鈴

木
弘
俊
、
庄
司
文
孝

1



作
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
の
細
胞
質
成
分
を

食
べ
、
液
胞
と
融
合
し
、
や
が
て
液
胞
内
で

分
解
し
て
い
く
、
そ
れ
ら
の
現
象
を
詳
し
く

調
べ
、
そ
こ
に
関
わ
る
14
の
主
要
な
遺
伝
子

を
発
見
し
た
。
遺
伝
子
が
分
か
れ
ば
タ
ン
パ

ク
質
が
分
か
り
、
そ
こ
か
ら
哺
乳
類
を
使
っ

た
研
究
へ
と
広
が
り
、
今
で
は
他
の
研
究
者

に
よ
る
ガ
ン
細
胞
や
病
原
体
の
排
除
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
へ
と
発
展
し
て
い
る
。
大

隅
さ
ん
ご
自
身
は
、
酵
母
の
研
究
が
い
つ
か

ノ
ー
ベ
ル
賞
に
結
び
つ
く
と
は
考
え
て
も
い

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
知
り
た
い
、

伝
え
た
い
と
い
う
の
が
基
礎
科
学
研
究
の
面

白
さ
そ
の
も
の
な
の
で
す
。
た
だ
、
そ
の
基

礎
科
学
の
中
で
も
大
隅
さ
ん
の
研
究
の
原
点

で
も
あ
る
生
物
学
が
今
危
機
的
状
況
に
陥
っ

て
い
る
。
過
去
10
年
間
の
統
計
デ
ー
タ
を
み

る
と
、
生
物
系
大
学
院
に
進
学
す
る
学
生
数

が
激
減
し
て
い
る
。
原
因
の
一
つ
は
、
最
近

高
校
生
物
の
教
科
書
が
大
き
く
変
わ
り
、
内

容
が
広
く
深
く
な
り
過
ぎ
て
、
高
校
教
員
が

生
物
を
教
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
い
う
現
実
が
あ
る
。

　

私
は
退
職
後
の
現
在
も
以
前
の
研
究
室

（
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
）
へ
ほ
ぼ

毎
日
通
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
未
知
の
植
物
の

研
究
を
重
ね
る
一
方
、
大
学
院
の
授
業
や
、

幾
つ
か
の
国
公
立
大
学
へ
も
出
か
け
て
教
育

に
関
わ
る
ほ
か
、
松
下
幸
之
助
記
念
財
団
、

日
本
学
術
振
興
財
団
、
日
本
学
術
会
議
な
ど

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
に
も
携
っ

て
い
る
。
前
述
の
生
物
を
志
向
す
る
学
生
数

の
減
少
の
問
題
や
「
男
女
共
同
参
画
」
の
課

題
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
残
る
時
間
、
少
し

で
も
社
会
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

開催日時・平成 29年6月8日(木 )15：00
集合場所・JR 四谷駅「麹町口」地上
鑑賞時間・15:15~16:45
食事時間・17:00~19:00
参加者へ・詳細通知  
募集人数・30 名程度    
参 加 費 ・ 6,000 円 (料理＋飲み放題 )
申込方法・ 同封の総会出欠ハガキ

メール：tokyo@homei. jp
FAX  03-3254-5255

「戸嶋靖昌の見たスペイン」展＋スペインコース料理（お酒付）へのお誘い
イベント
ご案内

戸嶋靖昌はスペインに渡り約 30 年間、グラナダのアルバイシンに長年住み、その風土と
人々を描き続けた。戸嶋が制作に使用したもの、生活のためのものも展示されます。戸嶋
靖昌記念館の伏木裕美子氏と学芸員の説明を受ける予定です。
場所：セルバンデス文化センター東京  〒102-0085 千代田区六番町 2-9セルバンデスビル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2階ギャラリー

「戸嶋靖昌（鳳4期）の見たスペイン」展

スペイン料理会食お酒付き（飲放予定）

2017年1月「NHK日曜美術館」で放映の戸嶋。スペインでの足跡は…

日本で最もスペインを感じるセルバンデス文化センター東京の
最上階にあるレストラン「メソン セルバンデス」で 堪能する

Mesón-Cervantes ７FMesón-Cervantes ７F Mesón-Originals

Tosima Y. Albayzin2Albayzin1 Cervantes

J R 四ツ谷駅  「麹町口」（集合場所）

東京鳳鳴会

魂を描く
戸嶋の足跡
鑑賞

料理が語る
スペイン
の文化

東京鳳鳴会会報　　　　　   　  平成 29 年 5月 1日発行・第28 号
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「東京鳳鳴会」へ払込む方法
「ゆうちょ銀行」から払込取扱票を

紛失した場合

平素は東京鳳鳴会へ年会費、ご寄付などのご送金、まことに
有り難く感謝申し上げます。
ところで、東京鳳鳴会からの「払込取扱票」を無くされた場
合には、ゆうちょ銀行にある「払込取扱票」に記入され、ご
送金をお願いいたします。

・見本の赤字はそのまま記入してください
・青字はご本人の内容を記入してください
・手数料が掛かります。係員にお訊ね願います

加入者名
東京鳳鳴会

口座記号・番号

0 0 1 6 0 1 6 9 9 05

東京鳳鳴会年会費 円
寄 附 円　 合計 ￥0000

0 0 1 6 0

1 6 9 9 0

5

0 0 0 0

ご住所 ご氏名
（鳳鳴 期）

ご氏名（鳳鳴 期）

￥0 0 0 0

￥

東京鳳鳴会



小
畑
惇

佐
藤
茂
樹

小
畑
政
広
㉑
小
林
道

後
も
宜
し
く
。」

22

明
㉑
和
井
内
貞
夫
㉓
佐
藤
健
次
㉕
今
福
智
仁

回
大
会
優
勝

今
福
輝
子
「
何
よ
り
も

大
会
に
参
加
し
て
下
さ
る
皆
様
に
感
謝
。い

（
子
息
）回大

会
優
勝

和
井
内
貞
夫
「
優
勝

つ
も
は
少
な
い
ス
ト
ラ
イ
ク
の
出
た
の
が
よ

さ
せ
て
も
ら
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
か
ら
も
よ
り

点
出
し
た
の
は
初
め
て
で
す

会
を
盛
り
上
げ

多
く
の
参
加
者
を
集
い
、大

よ
り
も
同

も
優
勝
目
指
し
頑
張
り
ま
す

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご

郷
の
人
達
と
逢
う
こ
と
を
楽
し
み
に
毎
日
都

ざ
い
ま
し
た
。
〈
氏
名
表
記

敬
称
略
〉　

　
　
　
　
　
　

内
を
走
り
回
り
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す

期
）

（
幹
事
今
福
輝
子
23

ボ
ウ
リ
ン
グ
Ｐ
Ｊ
報
告

　
平
成
28
年
度
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
報
告

第
21
回
大
会・9
月
24
日（
土
）参
加
者
16
名

井
繁
明

阿
部
信
一
㉑
佐
藤
健
次
㉕
成
田
武

文
㉕

会
長
賞
:
和
井
内
貞
夫
㉓

準
優
勝
：望

会
長
賞

今
福
輝
子
㉓

準
優
勝

栗

３
位
今
福
輝
子
㉓

団
体
優
勝

月
久
⑱
▼

望
月・小
林・今

盛
信
太
郎

準
優
勝

田
中
義
雄

福
チ
ー
ム

望
月
久

小
林

点
準
優
勝

団
体
優
勝

能
登

田
・

道
明
㉑
今
福
智
仁（
子
息
）
参
加
者

武
田

中
川
チ
ー
ム

能
登
洋
治

武
田
紘
一

中

紘
一

能
登
洋
治

大
川
進

畠
山
忠
昭

参
加
者

大
川
進

畠
山
忠

川
亜
雄

木
村
千
代
二

小
棚
木
幸
雄

小
畑
惇

横

第
22
回
大
会・3
月
12
日（
日
）参
加
者
18
名

㉗（
同

）

・
武

昭

木
村
千
代
二

望
月
久

金
澤
章
氏

21

。次
回

。何

。今

写
真
（
上
）第
21
回
参
加
者
（
下
）第
22
回
参
加
者
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2
0
0

囲
碁
将
棋
Ｐ
Ｊ
親
睦
棋
会

　

昨
年
度
の
活
動
は
、
春
と
秋
の
２
回
行
わ

れ
、
春
は
３
月
４
日
に
東
京
駅
八
重
洲
口
の

「
い
ず
み
囲
碁
ジ
ャ
パ
ン
」
で
研
修
会
を
行

い
、
小
番
先
生
、
石
川
貞
蔵
（
D
46
）、
二

階
堂
剛
（
D
46
）
の
大
先
輩
を
囲
み
７
名
で

対
局
を
楽
し
み
ま
し
た
。秋
は
伊
豆
高
原（
日

本
ユ
ニ
シ
ス
保
養
所
）
で
15
回
目
と
な
る
一

泊
親
睦
棋
会
を
11
月
14
〜
15
日
に
開
催
し
ま

し
た
。
写
真
（
敬
称
略
）
は
夕
食
時
の
も
の

で
、右
か
ら
其
田
一
雄
（
Ｈ
９
）、小
番
先
生
、

加
賀
敬
悦
（
H
8
）、
大
澤
陸
郎
（
H
15
）、

小
池
紀
夫
（
H
14
）、
立
花
隆
（
H
7
）、
竹

村
健
一
（
H
14
）、
横
田
昇
（
H
14
）、
関
村

信
行
（
H
14
）、
平
泉
元
（
H
14
）
の
10
名

で
す
。
昔
の
恩
師
の
あ
だ
名
の
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。

　
　

（
H
15 
朝
日
編
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告

ゴ
ル
フ
同
好
会
Ｐ
Ｊ

　
平
成
28
年
度
ゴ
ル
フ
同
好
会
活
動
報
告
　

　

東
京
鳳
鳴
会
ゴ
ル
フ
も
春
は
51
回
、
秋
は

52
回
目
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
第
51
回
大

会
〈
写
真
上
〉
は
平
成
28
年
５
月
13
日
（
金
）

に
あ
や
め
東
コ
ー
ス
に
て
25
名
の
参
加
で
お

こ
な
わ
れ
、平
泉　

元
（
14
期
）
さ
ん
が
ネ
ッ

ト
71
・
４
で
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
52
回
大
会〈
写
真
下
〉は
10
月
21
日（
金
）

に
あ
や
め
西
コ
ー
ス
に
26
名
の
参
加
で
行
わ

れ
、
谷
田
部
雄
太
（
24
期
）
さ
ん
が
ネ
ッ
ト

70
・
６
で
優
勝
い
た
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

鳳
鳴
校
章
入
り
の
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス
を
贈
呈
い

た
し
ま
し
た
。
前
会
長
の
山
口
一
成（
８
期
）

氏
に
も
感
謝
の
意
を
こ
め
て
ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス

を
贈
呈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
両
大
会
と
も

天
候
に
も
恵
ま
れ
て
無
事
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

鳳
鳴
の
先
輩
、
後
輩
が
多
数
参
加
し
て
親

睦
の
和
が
広
が
る
事
を
願
っ
て
、
今
年
も
53

回
（
Ｈ
29
年
５
月
12
日
予
定
）、
54
回
（
同

年
10
月
予
定
）
を
開
催
予
定
で
す
の
で
多
数

の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
同
好
会
幹
事　
阿
部
信
一（
21
期
）

◎

＝

＝

◑ 価格 5,400 円（税別）
◑ 出版社・
　 ㈱講談社エディトリアル
◑ 発行日 2016 年3月10日
◑ 著者・執行草舟
（戸嶋靖昌記念館館長）
      第 3 部は小池寿子
（國學院大學教授）の
　 寄稿文を掲載
◑ 仕様・ハードカバー
（菊判 432 ページ）

書店にて好評発売中

「NHK日曜美術館」にて放映された戸嶋靖昌記念館
スペイン・グラナダで約30年に亘っ て画業を続けた
洋画家 戸嶋靖昌（北秋田市出身、鳳鳴4期）の作品を常設展示
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